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右　　測定値　　　mm 左　　測定値　　　mm □右 □左 特記事項の記入例

左右の場合（パッド数、各1個） 右  　    右側 　  　mm 左　     左側   　　　mm ドラム式

左右の場合（パッド数、各2個） 右 　 右上/右下 　　mm 左    左上/左下   　mm

上下の場合（パッド数、各1個） 右   　  下側   　  　mm 左   　  上側   　　　mm

左右の場合（パッド数、各2個） 右 　　右1/右2　　　mm 左　 　左1/左2　　　mm

上下の場合（パッド数、各2個） 右　 　下1/下2　　　mm 左 　　上1/上2　　　mm

片側のみの場合（パッド数、2個）

（正面（保守の立ち位置）から見て）
右  　    右側 　  　mm 左　     左側   　　　mm ディスク式（注3）

クラッチ式（ブレーキ1個）

(注1)
クラッチ式

2連構造他（パッド数、2個）

上下の場合（パッド数、2個）

クラッチ式（ブレーキ2個）

(注1)
左右の場合（パッド数、2個） 右  　    右側 　  　mm 左　     左側   　　　mm クラッチ式

※判定用治具にて測定するもの

（主にディスク式等）

上下・左右等

（パッド数、各2個）

ディスク式(パッド：右1・左1・上1・下1 等）

※記入必須（注2）

(注1)クラッチ式：巻上機回転軸と同芯軸上にて回転するパッドにより制動する構造のブレーキ。

(注2)測定値が左・右又は上・下それぞれが同じ値で2つのパッドが撮影された写真については記載不要。片側パッド2つの内、パッド1つの写真は必須。

(注3)測定値が異なる値で左右又は上下の2つのパッドが撮影された写真についてはパッド厚さが薄い方のパッド位置を記入。（例：写真左側が左1・写真左側が電動機側 等）

※パッド厚さを測定する場合については全てのパッドについて測定し各パッドの最小値を検査結果表に記入して下さい。（すき間・エアーギャップ・ブレーキギャップ等を測定する場合は最大値を記入）

【参考写真】

撮影したパッドにレ点チェック
※記入方法はディスク式と基本的には同様

判定治具の基準（数値又は文章）に対する結果を記入する

クラッチ式（ブレーキ2個）

(注1) 右を抹消し測定値を記入（　右 　上側/下側　　mm　）

左は抹消　　　　　　　　　　（　左　　　　　　　　　　 mm　）

右を抹消し測定値を記入（　右 　電動機側/反電動機側　　mm　）

左は抹消　　　　　　　　　　（　左　　　　　　　　　　 mm　） 抹消　（　□右　　□左　）

撮影したパッドにレ点チェック

ディスク式(パッド：右1・左1・上1・下1 等）

※記入必須（注2）（注3）

クラッチ式（パッド：電動機側・反電動機側・

上側・下側 等）

※記入必須（注2）（注3）

ドラム式

（電動機側より見た時の位置）

検査結果表の記入（下線部は測定値を記入）
パッドの取付位置等

ディスク式

（電動機側より見た時の位置）

※電動機に近いものから１

別添1（ブレーキパッド）の記入

右を抹消し測定値を記入（　右 　　測定値　　　mm　）

左は抹消　　　　　　　　　　（　左　　　　　　　　　　 mm　）

左右にレ点チェック

撮影したパッドにレ点チェック

撮影したパッドにレ点チェック

ドラム式（パッド：右上・左上・上側・下側

等）※記入必須（注2）（注3）
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※ディスク式（ブレーキ片側のみの左・右のパッド） ※クラッチ式ブレーキ（上・下のパッド）※クラッチ式（2連構造：電動機側・反電動機側）※ドラム式（左右に上・下のパッド）


